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■目 的：未来の京都の各業界を担う意欲ある若者の人脈づくりと分野を超えたイノベーションの創出、また、万博をきっかけ
に世界から注目され、将来的に世界で活躍する人材の発掘

■メンバー：具体的な企画案を持ち、企画から実行まで中心的な役割を担うことできる業界内の若手や学生
■人 選：「文化・環境」「産業」「観光」「地域」の４分野から、構成団体からの推薦等により人選
■構 成：①～③の項目について企画を検討。企画の実現性を高めるため、ディレクターを置き、議論を整理。伴走支援

事業者やディレクターと連携を図りつつ、事務局とプロデューサーで全体の進捗管理を行う
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万博パビリオン内京都ブースのコ
ンテンツ企画・運営

府域での一部の取組や万博会
場の催事場を活用した催事の企
画・実行

会期前から京都の魅力や万博
関連の取組に関して情報発信

○○
団体
有志

○○
大学
●部

○○
会社

○○
大学
●部

＜スケジュール・取組例（想定）＞
・R5夏 コンテンツ公募
・R5秋 展示設計委託
・R6夏 工事開始

＜スケジュール・取組例（想定）＞
・R5秋 500日前イベント
・R6春 １年前イベント

＜スケジュール・取組例（想定）＞
・R5～ 府域の取組発信
・R5後半 ポータルサイト構築委託

大阪・関西万博きょうと推進委員会

伴走支援事業者

EXPO KYOTO

○○大学●部

○○会社

○○団体有志

事務局
プロデューサー（※）

ディレクター（※） ディレクタ―（※） ディレクター（※）

グループ分けは
①～③に関わら
ず、部会成立後
に柔軟に調整

※発足メン
バーを中心に
各団体からの
推薦者等を
選任

1



EXPO KYOTO（若手部会）構成イメージ

発足メンバー

（公募）

企画メンバー

●関西パビリオン京都府ブース
での取組（ステージ発表、展示）
●府域での取組の一部
（機運醸成イベント等）
●HP等を活用した情報発信の取組
●（万博会場催事場での取組）

構成団体・委員からの推薦者

公募

実行メンバー

EXPO KYOTO Council

EXPO KYOTO
Associate

ボランティア（公募） EXPO KYOTO Cast

EXPO KYOTO

（R5.８現在）

＜各幹事への依頼内容＞
企画・実行に関する
熱意と具体的なアイ
デアを持った人材の
推薦

＜今後の展開＞
●ブースデザインの決定、
機運醸成イベントの概要
（レイアウト等）決定

→（必要に応じて、）
京都ブースや機運醸成
イベントで取組を
発表したい方を公募

●500日前イベントで
取組を発表する方の決定

→500日前イベントの
発表者等に部会への
参画を打診

発足メンバー

【全体の企画】

【個別の取組の企画・実行】

【若手部会の名称
及びプロジェクト名】

構成団体・委員からの推薦者

兼務可
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＜EXPO KYOTO Councilメンバー（発足メンバー）＞

■ 株式会社アートローグ 鈴木 大輔 代表取締役【プロデューサー】

【事業概要】
・『Study: 大阪関西国際芸術祭』等アートイベントの開催
・アートメディア「ARTLOGUE」の出版 等

【主な略歴】
・大阪市立大学都市研究プラザのグローバルCOEに於ける研究プロジェ
クトを経て起業

・2016 年ミライノピッチ（ビジネスコンテスト：総務省近畿総合通信
局）においてグローバルイノベーションに値するOIH賞を受賞

【主な所属】
・（公財）京都高度技術研究所の「京都ビジネスデザインスクール」TA
・関西経済連合会、関西経済同友会、全国美術館会議

■総合地球環境学研究所 研究基盤国際センター 浅利 美鈴 教授

【研究テーマ】
・ごみ問題、3R（リデュース・リユース・リサイクル）政策、大学等の
環境管理、環境教育

【主な略歴】
・京都大学 工学部在学中、「京大ゴミ部」を設立
・学生とSDGｓに関する参加型プロジェクト「エコ～るど京大」を設立
・京都市をフィールドに産学公が連携し、SDGsの社会実装を目指す「京
都超SDGsコンソーシアム」の設立

・ 京都大学大学院 地球環境学堂 准教授
【主な所属】
・京都里山SDGｓラボ運営協議会 共同代表
・（公財）2025年日本国際博覧会協会 持続可能性有識者委員会 委員
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■株式会社ABAKAM 松本直人 代表取締役

【事業概要】
・スタートアップ向けビジネスモデルのブラッシュアップや仲間づくり、
その他経営全般に関するアドバイス

・大企業向けスタートアップとの協業や（M&A含む）投資に関する企画
・地域企業が抱える様々な課題を解決するソリューションの開発 等

【主な略歴】
・政令都市として初となる自治体ファンド「神戸リレーショナルベン
チャーファンド」を設立

・フューチャーベンチャーキャピタル株式会社代表取締役社長
【主な所属】
・日本スタートアップ支援協会顧問
・日本ベンチャーキャピタル協会地方創生部会フェロー

■福知山公立大学 地域経営学部 杉岡秀紀 准教授

【研究テーマ】
・公共政策学（地域政策）、地方自治論、NPO論

【主な略歴】
・第１回「京都学生祭典Kyoto Student Music Award」グランプリ受賞
・２万人が参加する、同志社京田辺祭（現クローバー祭）初代実行委員長
・京都府立大学地域連携センター学生部会かごらの設立（顧問）
・「宮津わかもの会議」、「福知山わかもの会議」の設立（顧問）
・「高校生みらい会議（京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会）」、
「中学生みらい会議（綾部市）」コーディネーター

【主な所属】
・総務省主権者教育アドバイザー
・厚生労働省地域雇用活性化支援アドバイザー
・産学連携学会地域連携教育研究会代表、自治体学会企画部会委員
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■臨済宗妙心寺派本山塔頭 春光院 川上全龍 住職

【活動概要】
・国内外の大学、企業、学会やイベントなどにおいて、坐禅と禅哲学や
その他の東洋思想や観想法、また様々な文化や宗教や時代における、
「自己」の多様性に関する講義やワークショップを行う。

【主な略歴】
・米国アリゾナ州立大学・宗教学科卒業
・2007年に春光院・副住職に、2022年に同院・住職に就任

【主な所属】
・米日財団の日米リーダーシッププログラムフェロー
・慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 KMD 研究員

5

■総合地球環境学研究所 経営推進部 広報室 竹腰麻由 特任専門職員

【活動分野】
・環境問題に関する研究についての広報を行う。これまでにメディア・
研究者向けに学会での展示会や、一般向けのワークショップを行う。

【主な略歴】
・大学院にて有機化学の研究に従事、その後化学メーカー研究員
・2018年より日本科学未来館 科学コミュニケーター。市民参加型の実証
実験や、プラスチック問題に関するトークイベント、飛沫シミュレー
ションに関する展示など、社会において科学・技術に関する対話を促進
するための多数のイベント・展示を企画、実施。

・2023年より現職



■一般社団法人プレプラ 水瀬ゆず 代表理事

【事業概要】
・VRや脳波・ロボットなどの最先端技術を用いたゲーム開発
・アバターロボットやドローンを用いた未来社会実装

【主な略歴】
・女性向けNo.1スマートフォンゲームの開発 (エンジニア)
・けいはんなを代表する研究機関にて客員研究技術員
・メタバースからロボットに乗り移る」実証実験

【主な所属】
・株式会社国際電気通信基礎技術研究所 客員研究技術員
・特定非営利活動法人けいはんなアバターチャレンジ 理事
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【事業概要】
・メタバースでの教育・福祉プログラム（不登校支援など）開発
・メタバースカルチャーメディア立ち上げ＆運営

【主な略歴】
・世界経済フォーラム(ダボス会議) U33 グローバルシェイパーズに選出
・学校法人早稲田大阪学園向陽台高等学校 メタバースアドバイザー就任

【主な所属】
・株式会社ゆずプラス/一般社団法人プレプラ 代表
・学校法人立命館 総合企画部 メタバース推進チーム

＜EXPO KYOTO Associate＞

■株式会社Halle Game Lab 坂井冬樹 代表取締役
ハレ ゲーム ラボ



■京都商工会議所青年部 吉田 創一 会長

【事業概要】
次代の地域経済を担う青年経営者が地域商工業の発展と文化の増進に

寄与し資質の向上と研鑽、啓発のため以下の活動を行っている。
・商工業の発展に関する研究および意見活動 ・後継者の啓発事業
・各種講演会、研究会、懇談会の研鑽事業 ・商工会議所事業推進への協力
・社会一般の福祉と文化の増進に資する事業 ・関係諸団体との連携事業
・以上の他、本青年部の目的達成に必要な事業

【主な略歴】
京都産業大学卒業後、ミサワホーム近畿㈱入社
2005年 ㈱フラットエージェンシー入社
2012年 同社取締役就任
2015年 同社代表取締役就任、現在に至る

【主な所属】
2006年4月 京都商工会議所青年部入会
2023年4月 令和5年度会長就任


